
3.交付先の公益法人の名称 社団法人全国老人保健施設協会

9,724 千円(A)

516 千円

0 千円

(3) その他の管理費

0 千円

0 千円

0 千円

516 千円

6.外部への支出

(1)  外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出先

委託業者 4,097 千円

千円

4,097 千円(B)

(2)   (1)以外の支出

支出先

委員、講師 40 千円

委員、講師等 704 千円

事務用品費納入業者 232 千円

会議費 業者 3 千円

印刷業者 2,736 千円

雑役務費 業者 271 千円

発送業者、郵政公社 1,084 千円

貸室業者 42 千円

5,112 千円

7.  その他

千円

千円

千円

8.  再補助・再委託の割合 42.1% %(B/A)

金      額

合           計

老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）

平成平成平成平成21212121年度  補助金等支出明細書年度  補助金等支出明細書年度  補助金等支出明細書年度  補助金等支出明細書
社団法人全国老人保健施設協会

2.事業の目的及び内容

1.補助金等の名称

介護老人保健施設（以下、老健施設）は、利用者の多様性に対応するための多
機能を持っていることが特徴である。各老健施設が「自施設は“良い”、“質の高
いケアを提供している”」、あるいは逆に「まだ不十分」、「改良の余地がある」等の
認識を持っていても、その評価が適確であるとは言い難い。さらに、利用者は
様々（利用目的、生活機能、病態等）であり、施設としては不十分であっても、個
別ニーズには応えることができた場合にはじめて、利用者にとって十分な機能を
有しているといえる。
「地域ケアにおける老人保健施設の成果（アウトカム：在宅復帰や利用者の改善
の数と率）は、施設の在り方（運営理念と現状認識、各種サービス提供力・医療
対応力、人・物・金・情報の調整力と量等）と利用者の状態（利用目的、健康状
態・生活機能等）が噛み合った場合に発揮される」を仮説とする。
今年度は、施設のアウトカム、施設の在り方、そして利用者状態の分布等を多変
量モデルで分析し、地域ケアにおける老健施設の機能を総合的に評価するのに
ふさわしい情報を選定することを目的とした調査研究を行う。

4. 交付実績額

5. 補助金等における管理費

(1) 目的

(2) 具体的な内容
介護老人保健施設の機能を示す情報とこれに関連した要因に関する調査研究
事業

(1) 人件費

(2) 一般管理費

支出内容

支出内容

消耗品費

印刷製本費

合           計

内             容

金      額

金      額

合           計

金      額

通信運搬費

賃借料

合           計

諸謝金

旅費

合           計

内             容

調査集計委託


